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武庫川女子大学教育総合研究所・大学院臨床教育学研究科 

倫 理 綱 領 

前文 

 本研究所および研究科は、社会情勢の変化や流動化および多様化に伴って発生する諸問

題に対して、教育学・心理学・福祉学の視点から、個人の発達・成長の支援あるいは援助に

関する実践的研究を通して、個人を取り巻く地域社会やコミュニティ、社会的環境のより望

ましい方向性を探求することを目指す。 

本研究所および研究科の構成員は、以下に示す倫理綱領を遵守し、教育・研究・実践に取

り組むものとする。なお、上記の構成員とは、本研究所および研究科に所属する教職員、本

研究科修士課程および博士後期課程に在籍する学生および研究生等である。 

 

倫理綱領 

Ⅰ．＜基本的人権の尊重＞ 

我々は、対象者の持つ基本的人権および人格権を尊重し、これらを侵害してはなら

ない。 

 

Ⅱ．＜インフォームド・コンセントの確認＞ 

我々は、教育・研究・実践などを行う際、その趣旨および方法・手続き、さらには予想

される成果などを、対象者に分かり易く説明し、協力の同意を得なければならない。 

 

Ⅲ．＜プライバシーの守秘義務＞ 

我々は、教育・研究・実践などを行う際、対象者から得られた個人情報などに関して、

これらを守秘する義務を負う。 

 

Ⅳ．＜承諾・許可の必要性＞ 

我々は、教育・研究・実践などの成果を公表する際、前もって対象者から承諾・許可を

得て、なお且つ個人が特定されないように配慮しなければならない。さらに、対象者の

所属機関の承諾・許可を得ることが望ましい。 

 

付記 

 この倫理綱領は、平成 17（2005）年 7 月 1 日より施行する。 

 改訂：平成 27（2015）年 4 月 1 日 
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武庫川女子大学教育総合研究所・大学院臨床教育学研究科 

倫 理 審 査 指 針 

 

 

本研究所および研究科の構成員が、臨床教育学に関する教育・研究・実践を行う際、「倫

理審査申請書兼研究計画書」を教育総合研究所倫理委員会に提出し、審査を受けなければな

らない。 

 なお、臨床教育学に関する教育・研究・実践を行う場合、以下のようなことが想定される

が、基本的には倫理綱領などを遵守して適正な教育・研究・実践活動を行うことが重要であ

る。 

 

・評価・アセスメント・心理テスト・診断面接を実施する場合 

・実験法を実施する場合 

・観察法・参与観察法を実施する場合 

・質問紙調査を実施する場合 

・インタビュー調査を実施する場合 

・心理面接・家族面接・グループワークなどを実施する場合 

・教育・トレーニングのためのスーパービジョンを実施する場合 

・他機関とのコラボレーション・コンサルテーションを行う場合 

・司法機関とのコラボレーション・コンサルテーションを行う場合 

・文献レビューを行う場合 

・その他 

 

研究計画書の記載事項 

1．教育・研究・実践計画と概要の形式について 

・ 教育・研究・実践の意義・目的・方法・予測される成果等を明記すること。 

・ 教育・研究・実践の対象者からインフォームド・コンセントを得ている文書を添付す

ること。 

2．情報開示について 

・ 情報開示形式が複数準備できる場合、可能な全ての形式を示しておくこと。 

・ 研究等内容についての詳細を説明できるコンタクトパーソンを明記すること。 

・ 教育総合研究所倫理委員会の連絡先も明記すること。 
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3．研究対象者のプライバシー保護について 

・ 研究対象者の身元が直接的・間接的に同定されることのないようにすること。 

・ 研究対象者が同定されることのないように、データをコード化し厳重に保管すること。 

 

4．教育・研究・実践に協力することに伴う不利益と利益について 

・ 教育・研究・実践に協力することによって生じる不利益、例えば身体的・心理的負担、

時間・活動の制限などについて、充分に理解が得られるように説明すること。 

・ 教育・研究・実践に協力することによって得られる利益、例えば対象者の協力によっ

て臨床教育学の発展に寄与・貢献できることなどについて、過不足なく説明すること。 

5．研究対象者との間に他の機関や人が介在することについて 

・ 教育・研究・実践に際して、他の機関や人が介在する場合は、それを明記すること。 

・ 他の機関においても審査が必要な場合は、その審査結果のコピーを添付すること。 

・ 教育総合研究所倫理委員会の審査結果を、当該機関に連絡すること。 

 

付記 

  この倫理審査指針は、平成 17（2005）年 7 月 1 日より施行する。 

  改訂：平成 27（2015）年 4 月 1 日 
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倫理審査申請  

 

倫理審査については以下に従い、申請してください。倫理審査申請書の作成に関しては、

指導教員の指示に従ってください。なお、学位請求論文提出の条件として、倫理委員会

で承認を受けていることが必要です。 

 

※大学院生は、以下の事項を確認すること。 

（１）本研究科の博士後期課程および修士課程において学位を取得しようとする者で、

倫理審査を必要とする論文（人を対象とし、個人情報を取り扱う研究論文）を提出し

ようとする者は、原則として武庫川女子大学教育総合研究所倫理審査委員会の審査を

受け、承認を得る必要がある 

（２）本研究科の在学期間中に、本学以外の教育・研究機関、医療機関等にも所属し、

当該所属機関において研究の倫理審査を受けようとする者（個人研究及び、共同研究

分担者含）においても、武庫川女子大学教育総合研究所倫理審査委員会の審査を受け、

承認を得る必要がある 

（３）尚、すでに、本学以外の教育・研究機関、医療機関等において倫理審査を受け、

承認された者（個人研究及び、共同研究分担者含）にあっては、その申請書類及び承

認されたことを示す証拠書類を武庫川女子大学教育総合研究所倫理審査委員会に提

出し、提出書類に基づいて行われる教育総合研究所倫理委員会の審査にて、承認・確

認を得る必要がある 

（４）論文博士を取得しようとする者は、上記の要件に該当しないが、人を対象とし個

人情報を取り扱う研究を実施している者にあっては、研究生としての受入れ審査時、

及び研究生として在籍し博士学位請求論文を提出するまでの期間において、指導教員

や副査らと倫理的な問題がないかを十分に確認しておく必要がある 

 

Ⅰ. 倫理審査申請について 

1. 対象 

武庫川女子大学教育総合研究所・大学院臨床教育学研究科に所属し研究を実施

しようとする者（大学院生を含む） 

 

2. 日程 

(1) 調査等の実施前に申請し倫理審査委員会の承認を得ること 

(2) 申請受付締切日は本手引き、mwu.jp クラスルーム「臨床教育学研究科から

のお知らせ」などで確認 
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3. 提出物 

倫理審査に必要な様式は、教育総合研究所 HPからダウンロードすること 

(1) 提出にあたり、すべての提出書類は PDFに変換すること 

(2) すべての提出書類は筆頭に提出者の名前を記載すること（倫理審査申請書

提出届を除く） 

例「武庫川花子①倫理審査申請書」 

(3) 倫理審査申請書提出届（様式第 1号） 

・PDFで提出する書類はすべて倫理審査申請書提出届に記載すること 

・指導教員押印後、紙で研究所棟 4 階の倫理審査提出用メールボックスに

提出すること（＊来学が難しい場合、教員の了解を得た上で、Emailで送付

してもよい） 

(4) 学位請求論文の調査にかかる倫理審査には、以下も提出すること 

・研究倫理 e ラーニングコース（eL CoRE）の修了証書 

 

4. 提出先 

tara@mukogawa-u.ac.jp 

(1) Emailの件名を「所属・氏名・倫理審査申請書の提出」とする 

例「院臨修・武庫川花子・倫理審査申請書の提出」 

(2) すべての提出書類を PDFで添付する（倫理審査申請書提出届を除く） 

(3) 申請書類一式が揃わなければ審査受付とならないため、注意すること 

 

5. 結果通知方法 

申請者の mwu.jpのメールに結果が通知される 

 

6. 結果通知後の流れ 

(1) 承認の場合 

① 承認番号が記された「倫理審査結果通知書」が届く 

② 調査等を開始可能 

(2) 条件付承認の場合 

① 修正指示内容の修正を行い、条件付承認確認届を作成する 

② 倫理審査委員（指導教員を除く）に修正箇所の確認を依頼する 

③ 倫理審査委員の確認が取れたら、条件付承認確認届と修正済の申請

書類一式を 3．提出物、4．提出先の指示に改めて従い、提出する 

④ 承認番号が記された「倫理審査結果通知書」が届く 

⑤ 調査等を開始可能 
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(3) 変更の勧告・不承認・非該当の場合 

① 当倫理委員会の承認が必要な場合は、新規申請を行う 

② 審査結果に疑義がある場合は、指導教員と疑義申出を検討の上、倫

理委員会に申出る 

 

Ⅱ. 倫理審査全般に関する問い合わせ先 

・ 指導教員 

・ 倫理委員 

「教員研究室・連絡先等一覧」、「各種相談窓口」参照 
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調査計画から研究終了までの手順  

 

調査実施までは、次のような手順で進んでいきます。よく確認してください。 

 

Ⅰ．倫理教育の受講と修了書提出 ‥‥1 年前期 

入学後、日本学術振興会が提供している研究倫理教育の eラーニングコース（eL CoRE…

通称、エルコア）を受講、修了した上で、“修了証明書”（プリントアウトする）を入手して

ください（修了書は何度でもプリントアウトできます）。こちらは e ラーニングコースを受

講し、修了したことを教務課に証明するために提出するものです。 

 これを修了しておくことが、倫理審査申請書（他、必要書類）を倫理委員会に提出するた

めの条件となっていますので、M1、あるいは D１の前期には、コースを修了するようにし

てください。 ※なお、e ラーニングで使用する資料を、テキストとしてダウンロードでき

ます（https://www.jsps.go.jp/j-kousei/data/rinri.pdf） 

 

上記サイトには、次のような研究倫理の説明がなされています。 

「すべての分野の研究に関わる者が、どのようにして科学研究を進め、科学者コミュニティや社

会に対して成果を発信していくのかといったことについて、エッセンスになると思われる事柄

を整理しまとめたものです。研究を進めるにあたって知っておかなければならないことや、倫理

綱領や行動規範、成果の発表方法、研究費の適切な使用など、科学者としての心得が示されてい

ます。」（https://www.netlearning.co.jp/clients/jsps/top.aspx） 

 

Ⅱ．調査の計画 ‥‥ 1 年後期 

 ゼミに所属し（「課題研究Ⅰ」）、自身の研究テーマ、研究対象、研究方法などについて検

討を始めます。同時に、「調査研究計画」や「社会調査法」などの授業を修士 1 年後期に開

講していますので、これらの授業も参考にして、研究計画を立ててください。 

  

Ⅲ．“倫理審査申請書”の作成と提出 ‥‥（1年後期～）2 年前期 

必要書類は、教育総合研究所 HP から入手してください。書類には、“倫理審査申請書提

出届”、“倫理審査申請書”及び、“研究説明書〔研究参加者〕”、“研究参加への同意書”、“-

撤回書”、“研究説明書〔研究協力者〕”、“研究協力への同意書”、“-撤回書”の 8 種類があ

ります。 

 それぞれの書類には、記入上の注意点を明記しておりますので、よく読んだ上で自分の研

究にとって必要な書類を作成してください。本手引きに掲載の“倫理審査の流れ（フロー

図）”、さらには各提出書類の記入例も HP にありますので、参考にしてください。 

 以下、書類ごとに注意点を簡潔に述べていきます。指導教員とよく検討し、許可を得た上

で提出してください。倫理審査日程表は、本手引きや教育総合研究所 HP にあります。 
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（１）“倫理審査申請書提出届” と“倫理審査申請書”  

 これらは必須の提出書類です。“倫理審査申請書提出届”には指導教員の印鑑をもらい、

紙媒体で研究所棟４F にある倫理審査委員会宛メールボックスに提出します。“倫理審査申

請書”とその他の提出書類は、pdf形式に変換し、指定する Emailに提出してください。 

（＊来学が難しい場合、教員の了解を得た上で、Email で送付してもよい） 

 

 “倫理審査申請書”の書き方については、別紙にて説明しておりますので、それを参考に

して作成してください。なお、研究期間は、調査の開始から、当該調査に係る研究が終了す

るまでとし、修士（あるいは博士）の在学期間を超えることはできません。 

 調査対象の記述については、できるだけ具体的に記載することが望ましいのですが、個人

名の記載が望ましくないと判断した場合には、匿名としても構いません。 

 

 ○アンケート調査を行う場合： 

  アンケートの目的やアンケートへの同意の取り方（アンケートの参加は任意である旨

の明示）、アンケート票の管理・処理の仕方、問い合わせ等の連絡先などを記したお願い

文を含むアンケート票一式を添付すること。 

  倫理委員会では、倫理に反する不適切な表現はないか、調査対象者（被調査者）に過度

の負担はないか、プライバシーは守られているか、強制力が働いていないかなどをチェッ

クします。 

  予備調査を含め、事前に指導教員とゼミでアンケート票を練ることはもちろんですが、

アンケート調査の実施に協力してもらう人がいる場合（例えば、学校の教員にアンケート

の実施を依頼する場合）、事前に研究協力者（この場合、学校教員の代表者など）との協

議が必要となります（当然ながら、この予備調査は倫理委員会の承認を受けていないので、

論文に使うことはできません）。 

倫理審査をパスしたのち、アンケート票に修正点が生じた場合には、新たなアンケート

票に修正した箇所が分かる対照表（書式任意）を添え、倫理委員会に再提出してください。 

 

 ○インタビューを伴う質的調査を行う場合： 

  インタビューを実施する場合には、“インタビューガイド”を作成し、添付すること。 

  “インタビューガイド”とは、インタビュー日時の確定、場所の確保、当日用意するも

のリスト、インタビューの導入（挨拶、自己紹介、目的説明など）、インタビューの内容、

インタビュー終了（データ処理の確認、後日の内容チェック日程、お礼等）までを簡潔に

まとめたものです。 

  特に、初めてインタビュー調査を実施する場合は、具体的に挨拶や研究の説明、お礼な

ど書いたものを提出するようにしてください。説明漏れをなくし、スムーズに調査に入る

ことができるとともに、今後、調査を実施する際の参考になります。 
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 ○観察・実験を行う場合： 

  インタビュー調査と同じく、観察・実験の調査対象者（被験者）に対する説明や調査手

順、観察シート、使用機器、観察・実験に要する時間等をまとめた“ガイド”を添付する

こと。 

 

（２）“研究説明書〔研究参加者〕”と“研究説明書〔研究協力者〕” 

 調査を行うにあたり、調査対象者に対して、研究の目的や内容、調査対象者とした理由、

その調査による公的利益、倫理上の配慮などを説明し、研究への参加を要請し、参加の同意

を得るためのものです。よって、相手に合わせて、分かりやすく書く必要があります。 

 またこの説明書は、調査対象となる者だけでなく、その者が所属する機関の責任者ある

いは調査実施を許可する者にも提出し、説明する場合があります。例えば、ある施設の職員

にインタビューを行う場合、当該施設の責任者（学校であれば校長）にも説明し、同意書を

もらう必要が出てきます。同じ研究の説明であっても、調査対象者と施設責任者とでは、記

述内容が異なる部分も出てきますので、その点に留意して作成を行ってください。 

 

（３）“研究参加への同意書”と“-撤回書”、“研究協力への同意書”と“-撤回書” 

 インタビュー調査など、直接的に研究参加者（調査対象者）と関わる調査研究の場合、

“研究参加への同意書”や“-撤回書”を作成しなければなりません。 

倫理委員会への提出時は、当然のことながらまだ同意のサインはないので、宛名に研究者

（実施責任者）本人の氏名を記入し、研究テーマを書き込んで提出してください。倫理委員

会提出時においては、いずれも 1 通ずつの提出となります。 

研究開始後には、“研究参加への同意書”を 2 通作成し、1 通は調査対象者（あるいは代

諾者）に手渡し、もう 1 通は研究者自身が保管をします。“-同意撤回書”については、2

通を調査対象者に手渡しておくこととなります。 

 また、調査実施を許可する者（例えば学校長や施設長など）の同意が必要な場合、“研究

協力への同意書”及び“-撤回書”も、上記と同じく提出しなければなりません。 

 

◎ 倫理審査委員会への申請にあたっては、“倫理審査申請書提出届”、“倫理審査申請書”、

“eL CoRE 修了証明書”（以上、必須）と、“研究説明書”、“研究参加への同意書”及び    

“-撤回書”、“研究協力への同意書”及び“-撤回書”（以上のうち当該研究に関係する書

類）、必要に応じて“アンケート票”や“インタビューガイド”等を添付して、提出するこ

とになります。 

 Ⅲ.（1）でも述べましたが、“倫理審査申請書提出届”は指導教員に印鑑をもらい、直接、

研究所棟４F の倫理審査委員会宛メールボックスに提出し、その他の書類は pdf 形式に変

換して、tara@mukogawa-u.ac.jpに提出してください。 

（＊来学が難しい場合、教員の了解を得た上で、Email で送付してもよい） 
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Ⅳ．倫理委員会からの回答と修正・再提出など 

◎倫理委員会で審査したのち、1 週間～2 週間程度で申請者の mwu.jp のアドレス宛に結果

をお知らせいたします。 

 回答の種類は、「承認」「条件付承認」「変更の勧告」「不承認」「非該当」の 5 種類です。 

 （＊“倫理審査の流れ（フロー図  p.12）”を参考にしてください） 

 

・「承認」：提出した内容でよいということですが、アドバイスがつくこともありますので、

指導教員と検討してください。 

・「条件付承認」：委員会で修正点を指摘し、計画においてそれを修正すれば承認するという

ものです。指摘に従って関係書類を作成しなおし、修正した書類と委員会からの修正要求

の双方、そして条件付承認確認届を指導教員に提出し、指導教員の承認を得てください。   

次に、倫理審査委員 1名（指導教員除く）に同関係書類を提出し、承認を得てください。 

その後、申請者は条件付承認確認届と関係書類一式を、改めて倫理審査委員会に提出し

ます（その際、“倫理審査申請書提出届”を提出する必要があります…「条件付承認」の

欄に○）。 

これらが終了した後、承認番号が送られてきますので、研究を始めることができます。 

・「変更の勧告」：倫理上の問題や計画に不備があり、このまま調査を実施すれば問題が生じ

ると判断した場合、再度の提出を求めるものです。指導教員と十分に話し合って書類を作

り直し、改めて倫理審査委員会にかける必要があります。その場合、“倫理審査申請書提

出届”の「再審査申請」の欄に○を付して、再度提出してください。 

・「不承認」：倫理上の問題、あるいは研究計画自体に大きな問題があり、修正ではこの問題

点を解決することが難しいと判断した場合、この回答を返します。根本的に研究計画を練

り直してください。 

・「非該当」：武庫川女子大学教育総合研究所倫理委員会にかける必要がない場合（例えば、

文献調査のみで対人倫理とは無関係である場合、あるいは本倫理委員会ではなく共同研

究者の所属する機関に提出するべきと判断した場合など）、この判断を出します。 

 

※審査をパスした者には、“承認番号（形式例：1803-MWUIE-A-001）”を記した「倫理審査

結果通知書」が mwu.jpのメールアドレスに送られます。学位論文や学会発表、学術論文

には、この“承認番号”を記す場合があるので、大切に保管してください。 

 

 

Ⅴ．“研究説明書”による説明と“研究参加への同意書”への署名 

教育総合研究所の倫理審査をパスした後、調査を開始することができます。以下の手順に

従い、進めていってください。 
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・調査対象者（研究参加者）に対して、“研究説明書”、“研究参加への同意書（以下、同意

書）”、“-撤回書”を示し、強制が働かないように留意しながら、研究・調査について丁

寧な説明を行います。研究への参加に同意を得られた場合、調査対象者（研究参加者）に

“同意書”2通に自著にてサインをしてもらい、実施責任者（研究者）はそれぞれに確認

のサインをします。調査対象者（研究参加者）が何らかの理由で自著できない場合、代諾

者から自著による署名を得てください。1通は調査対象者（あるいは代諾者）に渡し、も

う 1通は実施責任者（研究者）が受け取り、保管します。日付なども忘れずに記入してく

ださい。 

調査対象者に対して、“研究説明書”および“同意書”を、今後少なくとも 3 年間は保

持してもらうよう伝えてください。実施責任者（研究者）は、少なくとも 5 年間、自己の

責任にて安全な場所で保管をしてください。 

“-撤回書”については説明を十分に行った上で、用紙 2 通を研究参加者に渡してお

きます。 

・“同意書”を入手した後、速やかにその“同意書”を指導教員に提示し、同意をもらった

ことを確認してもらいます。（教員はこの後、何人から“同意書”を受け取ったかを教育

総合研究所倫理委員会に報告し、確認を得ることになっています。） 

＜＊“倫理審査の流れ（フロー図  p.12）”を参照すること。＞ 

・“-撤回書”が出される場合、同じく 2 通を作成してもらい、調査対象者と実施責任者（研

究者）が 1 通ずつ保管します。調査終了後であれば、得られたデータの処分について確認

をとる必要があります。その後、速やかに指導教員及び倫理委員会にその経緯とその後の

研究のあり方について報告してください（書式任意）。 

※研究協力者（調査対象施設の責任者など）に対する“研究説明書”および、“研究協力へ

の同意書”、“-撤回書”についても同様の手続きをとってください。 
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倫理審査の流れ（フロー図）  

 

 

 

  

 

倫理審査申請書作成 

倫理委員会へ提出 ※ 

倫理委員による個別審査 

倫理委員会での合議・判定 

審査結果の通知 

承認 条件付承認 変更の勧告 非該当 

指導教員と倫理審査委員（1 名）の承認を得る 

院生・研究生は指導教員による同意書・同意撤回書の確認 

倫理審査申請書の修正 審査結果に 

疑義がある場合 

疑義申出の検討 

研究開始 

研究計画の変更 

倫理委員会へ提出 ※ 

 

倫理委員会へ申出 

院生・研究生は指導教員の確認・承認 

不承認 

申請関係書類は tara@mukogawa-u.ac.jp に提出 

尚、倫理審査申請書提出届のみ印刷して提出 
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幼児・児童・生徒の学校などにおける  

研究実施に関するガイドライン  

 

子どもの学校・園で実験・観察・調査等の実施を計画している本研究所・臨床教育学研究

科の全ての教員、研究員と学生は、以下の 5 つの手順を踏まなくてはならない。 

 

1. 研究許可を得ること  

 教育総合研究所倫理委員会（以下、倫理委員会とする）に、子どもの学校・園での研究に

おける全てのことについて、許可を得なくてはならない。倫理委員会は、その研究の必要性

と倫理的問題を、研究計画書によって評価する。許可を申請する研究者は、プロジェクトの

要約と申請者の署名が入った研究計画書を提出すること。その際、以下の 6 点を明らかに

しておくこと。 

・ 研究によってどのようなことが明らかになるのか。また、そのような研究を実施する

必要性とその根拠。 

・ 研究活動の具体的な内容。 

・ 研究を実施する学校・園の全ての子どもが観察対象となったり、研究に参加したりす

るのか。そうでないのなら、子どもを選出する基準は何か。 

・ それぞれの子どもは、何回観察や研究協力の依頼を受けるのか。 

・ それぞれのセッションにかかる時間はどのくらいか。 

・ 研究者と学校・園の子どもはどのような関係か。 

 倫理委員会では、プロジェクトの一貫性を評価したり、それぞれのプロジェクトのおおま

かなスケジュールについて協議したりすることがある。スケジュールを話し合うことによ

り、子どもへの適切な接触方法や、混乱が生じないような研究状況を考えることができる

（例えば１週間に 4 研究を行ったら次の１週間は何もしないなど）。 

 

2. 教師や保育者に研究概要を伝えること 

 研究の性質上、多くの子どもと接触する必要がある場合や、長期間にわたって研究をする

場合（例えば、観察が複雑で数人の子どもに対して長期間の追跡が必要な場合など）は、特

に学校・園との調整が重要となる。必要に応じて、校長・園長の許可を得るだけでなく、職

員会議などで研究内容について十分な説明を行い、その学校・園で円滑に研究を行えるよう

に話し合わなければならない。 

学校・園などで調査を実施する場合、教育委員会の許可が必要となる可能性も想定してお

く必要がある。例えば、学校・園の教員にアンケートの実施を依頼する場合、事前に研究協

力者（この場合、学校・園の代表者である校長・園長）との協議が不可欠だが、公立の学校

であれば管轄する教育委員会の許可が必要かどうかを、確認することが望ましい。 
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もし研究者自身が教員であり、かつ調査対象となる学校・園における研究実施の決裁権を

持つ場合、自分で自分に研究実施の許可を出すことは倫理的に不適切である。この場合、ど

うすることが適切なのかを指導教員や学校関係者と十分に検討し、倫理審査申請書におい

て研究実施に関する許可の取り方を説明する必要がある。また、倫理審査申請に先立ち、教

育委員会に許可の必要性を確認した場合や研究実施に関する議論を済ませた場合には、そ

の経緯と結果を倫理審査申請書にて説明することが望ましい。 

 

3. 保護者への説明と同意を得ること 

研究計画が承認されたら、学校・園の許可を得て、研究内容を対象児の保護者に対して十

分説明し、疑問のない状況で同意を得る必要がある。教師・保育士の了解は、研究を進める

上での必要条件であるが、教師・保育士は対象児の代理者とはなり得ない。最終的な承諾者

は、保護者であることを十分理解しておく必要がある。 

 保護者への説明と同意の取り方は、倫理審査申請書に詳しく説明する必要がある。その際、

言語や文化といった保護者の多様性にも留意することが望ましい。一部の保護者から同意

が得られなかった場合、調査の実施方法などに影響が出ることも考えられる。また、保護者

へ説明をして同意を取得できたものの後に撤回された場合についても、それまでに得られ

たデータの取り扱いを含む対応について、倫理審査申請書に詳しく説明するべきである。 

 

4. 児童への説明と同意を得ること 

児童自身がどのような調査をされているのかを知らない状態（盲検性）が必要な場合を除

き、調査対象となる子どもにも調査についてわかりやすく説明し、その内容を子ども自身が

納得することは重要である。子どもの年齢や発達段階に応じたことばやイラストを活用し

て調査に関する説明を行い、子ども自身の理解を得るよう努めたい。研究者に不可欠な素養

として、研究に参加する子どもの人権を守ろうとする態度が求められる。 

 

5. 子どもとよい人間関係をつくること 

 子どもと直接関わる研究が始まる前に、研究に参加する子どもたちと会い、関わりをもつ

時間を十分に作らなくてはならない（例えば、読み聞かせをしたり、共に遊んだりするなど）。

子どもとの間にラポール（信頼関係）を形成することは、実験の際、子どもができるだけ自

然に振舞うようにするために重要である。 

 また、研究中は、以下について注意しなければならない。 

・ 研究セッションの少なくとも１5 分前には学校・園に着いておくこと。受付などで学

校・園に許可を得ていることを話す必要がある。 

・ 学校・園内では、学校・園（もしくは研究機関）が用意した名札を着けることが望ま

しい。 
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・ 教室までは、教師・保育士と共に行き、独自の判断で学校・園内を移動しない。 

・ 20 分程度で子どもに計画を話すこと。 

 

・ 実際の研究までに、教師の活動を観察することも、子どもと効果的に関わる方法を学

ぶためには有効である。 

・ 小さな子どもには、彼らの経験を取り入れた身近な話題を用いること。 

※お菓子の時間には食べ物について話す。 

 好きな食べ物、どのように食物ができるのか、食べ物の色や形など 

※子どもがその日にした行動を尋ねる。 

「今日はお話を聞いた？どんなのか教えて。」 

「赤い部屋で今日遊んだ？何をしたか教えて。」 

※一旦子どもと経験を共有したら、研究者は自身の経験や会話に話を広げることが可

能となる。 

「私も動物のお話が好きだな。あなたはどんな動物が好き？」 

「私も砂場は好きよ。特に浜辺はね。浜辺に行ったことがある？」。 

・ 研究のセッションが終了したら、必ず担当の教師・保育士に連絡をすること。子ども

をどのように帰宅させるか、または教室に戻すかなどについては、事前に詳細な打ち

合わせをしておくこと。 

 

6. 結果を報告すること 

研究が終了したらできるだけ早く、結果を保護者・教員に連絡する。学生の場合は、併せ

て、研究結果の概要を指導教員に報告しなければならない。 

 

教室観察での一般的ガイドライン 

 次のことを理解しておくこと 

・ 同時に多くの観察者が教室に入ることのないようにする。 

※ラポールが形成されていても、普段と異なる状況を作り出していることに変わりな

い点を意識する。 

・ 観察者は、子どもの活動を妨害しないこと。 

※不用意にうなずいたり、首をかしげたりしない。子どもは評価と混同することがあ

る。 

・ 教室内では、観察者はお互いに話してはいけない。 

・ 観察前にクラス写真などをもとに、子どもの名前などを覚えておくことで、観察や検

査をスムーズに進めることができる。 
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個人や小さなグループをテストする際の一般的なガイドライン 

・ 子どもは 1 日に 1 つの研究にのみ参加させるようにする。 

・ 職員室もしくは控え室で、その日に調査する対象を確認する。その際、その日の体調

や友達とけんかなどがなかったか等、全体の調子を確認する。 

・ 体調や心理的状態が不安定な時は対象としない。積極的に、別の検査日を設定するこ

とが、研究全体にとってプラスとなる。 

・ 参加してもらう子どもを実験や検査場面に誘導する時は、その前に取り組んでいた遊

びや課題が終わってからにする。途中で中断させることは避ける。 

・ 促す言葉を発すること。「・・・ちゃん、次はあなたの番よ」「そしたら・・・・はど

うかな？」「じゃあやってみようか」など。 

・ 子どもを教室から観察や検査のための部屋に連れて行く場合、必ず担当の教師・保育

士に連絡をすること。場合によっては被験者の札を作っておき、それを裏返すなどの

合図を決めておく。不要な混乱を生じさせることがないように留意する。 

・ 子どもといる時は、常時ドアを開けておくこと。 

・ 両親に子どもが研究に参加したことを知らせるために、研究参加のステッカーなどを

貼った連絡用紙を準備し、学校や園で起きたことが分かるようにすること。ステッカ

ーは両親が子どもの活動を聞くきっかけとなる。 

・ 観察や検査が終わったら、必ず一緒に教室に戻ること。もし、担任がいなかった場合

は、帰ってくるのを待つか、控え室に行って作業が終了したことを告げる。絶対に子

どもを一人にしない。 

・ 観察や検査終了後、子どもと別れる時には、大げさでない言い方で労をねぎらう。 

・ 子どもが不愉快になったり、参加を拒否したりした時には、子どもを最優先にし、観

察や検査を直ちに中止する。学生の場合、このことを教師と指導教員に知らせ、必要

に応じ、連絡用紙を通じて保護者にも連絡する。この場合にも、研究参加のステッカ

ーは同様に貼る。 

・ 保育士などの手助けが必要な子どもについては、同行を依頼することも考える。この

場合、励ましたりするのではなく、安心感を与えるためであることを、保育士などに

十分説明する。 
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子どもに対する研究のガイドライン 

 １．子どもとの付き合い方 

・ 赤ちゃん言葉は避けて、子どもの年齢に応じた言葉で話すこと。 

・ 簡単に、しかしいつもの声の調子で話すように努力すること。 

・ おだやかにし、衝動的にならないようにすること。 

・ 幼い子どもが絵を書いているとき、「あなたの絵についてなにか教えてくれる？」と

尋ねるのは、「それは何？」と尋ねるのよりも良い。なぜなら子ども自身はそれが何か

をいつもわかっているわけではないからである。 

・ はさみなどの道具を使う場合は、はさみなどの適切な使い方だけでなく、理由付きで

危険性も教えなくてはならない。 

 

 ２．話し方 

・ 肯定的に示唆や方向付けをすること。例えば、「三輪車をここに停めよう」というのは

「だめ、そんなところに停めてはだめ」というのよりも良い。 

・ 検査などで子どもが乗ってこない時、具体的な次の選択肢を示すことがよい。例えば

「じゃあこのゲームしてみようか。」は「このゲームで遊びたい？」や「もういやにな

った？」よりも良い。 

・ 子どもが安心感などを得る手助けのために、声の調子を変えることは時として良い

が、怖がらせたり罪悪感や恥ずかしさを引きおこすようなトーンは使ってはならな

い。 

・ 子どもたちを比較することは避けること。 

 

 ３．行動 

・ 子どもたちが、できる限り 1 人でチャンスを作っていけるように、最小の手助けをす

ること。できないことによって強く自信をくじかれた時には助けること。 

・ 子どもの全体的な状況に敏感でいること。 

・ 制限が必要な時、定義をはっきりさせ、それを維持するように徹すること。 
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観察者・検査者としての一般的ガイドライン 

１．うまく研究を進めるために 

・ 仕事を自信をもって成功させるために準備をしっかりすること。 

 

２．過ごしやすい服装 

・ 観察や検査をするのに相応しい服装を選ぶこと。小さな子どもと一緒に居る時には身

体活動が重要である。 

 

３．首尾一貫して公正であること 

・ 全ての子どもや教師・保育士に、同じように親しく丁寧であること。 

 

４．責任感をもつこと 

・ 学校・園への到着時刻と退出時刻は決められたとおりであること。 

・ やむを得ず欠席する時は、必ず担当の教師・保育士に連絡し、その旨を保護者にも連

絡すること。 

 

５．守秘義務を守ること 

・ 得られた結果の発表については、いかなる場合でも匿名性が守られること。 

・ 個々のケースについて、関係する教師・保育士や保護者に説明を求められた場合は、

評価的な表現を避けること。 

・ 学校・園内では、いかなる場合でも、その研究に参加した子どもの担任がいないとこ

ろで、結果に関する話などをしてはならない。 

・ 研究の中で知り得たいかなる情報も、これを第三者に漏らしてはならない。 

 

６．愉快に親切にすること 

・ 子どもたちは、研究者の助けや親切さや正直さを信じているということを認識してお

く。 

・ 研究者は学校や園内では、遊び友達としてだけではなく、大人のモデルとしてもみな

されている。 

 

７．批判に対して耳を傾けるようにすること 

・ 研究の方法などに関して意見や批判が出た時には、その声に耳を傾けること。また、

その内容を研究の指導教員に連絡し対応を考えること。 

・ 批判は、研究者の人格への批判ではなく、手続きに対する建設的意見であると考える

こと。 
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施設・機関などにおける  

研究実施に関するガイドライン  

 

 本研究所・研究科の教員・研究員・学生（以下、研究者）は、施設・機関等で調査・観察・

実験等（以下、研究）の実施を計画する場合、以下の 4 つの手順を踏まなくてはならない。 

 

1. 研究許可を得る 

施設・機関において実施する全ての研究について、教育総合研究所倫理委員会（以下、倫

理委員会）の許可を得なくてはならない。倫理委員会は、その研究の必要性と倫理的問題を、

研究計画書によって審査する。許可を申請する研究者は、研究の要約と申請者の署名が入っ

た研究計画書を提出する。その際、以下の 6 点を明らかにしておく。 

・ 研究によってどのようなことが明らかになるのか。また、そのような研究の実施目的

と意義。 

・ 研究活動の実施計画および具体的な内容。 

・ 誰が研究（調査・観察・実験等）対象者として参加するのか。また、研究対象者を選

出する基準は何か。 

・ それぞれの研究対象者は、何回調査・観察・実験等において参加するのか。 

・ それぞれの調査・観察・実験等にかかる時間はどのくらいか。また実施場所はどこか。 

・ 研究者と研究対象者はどのような関係か。 

 

  倫理委員会では、研究対象者への適切な接触方法や、混乱が生じないような研究状況に

重点を置き、研究の一貫性を審査したり、おおまかなスケジュールについて協議したりす

ることがある。 

 

2. 研究対象者が所属する施設・機関に研究概要を伝える 

研究の性質上、多くの研究対象者と接触する必要がある場合や長期間にわたって研究を

する場合（例えば、観察が複雑で数人の研究対象者に対して長期間の追跡が必要な場合など）

は、特に研究対象者の所属施設・機関との調整が重要となる。必要に応じて、施設長・機関

代表者の許可を得るだけでなく、当該施設や機関の職員を対象とした説明会などで研究内

容について十分な説明を行い、その施設・機関で円滑に研究を行えるように話し合わなけれ

ばならない。 

施設・機関などで調査を実施する場合、理事会等の許可が必要となる可能性も想定してお

く必要がある。例えば、施設職員にアンケートの実施を依頼する場合、事前に研究協力者（こ

の場合、施設・機関の代表者）との協議が不可欠だが、公立の施設であれば管轄する行政機

構の許可が必要かどうかを、確認することが望ましい。 
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もし研究者自身が施設・機関の職員であり、かつ調査対象となる施設・機関における研究

実施の決裁権を持つ場合、自分で自分に研究実施の許可を出すことは倫理的に不適切であ

る。この場合、どうすることが適切なのかを指導教員や施設・機関の関係者と十分に検討し、

倫理審査申請において研究実施に関する許可の取り方を説明する必要がある。また、倫理審

査申請に先立ち、理事会や行政機構等に許可の必要性を確認した場合や研究実施に関する

議論を済ませた場合は、その経緯と結果を倫理審査申請書にて説明することが望ましい。 

 

3. 研究対象者が未成年及び知的・発達・精神の障害等により自己判断能力を欠く場合、保

護者・責任者・後見人等への説明と同意を得ること 

研究対象者が未成年および知的・発達・精神の障害等により自己判断能力を欠く場合、研

究計画が承認されたら、施設・機関の許可を得て、研究内容を研究対象者の保護者・責任者・

後見人等に対して十分説明し、疑問のない状況で同意を得る必要がある。施設・機関関係者

等の了解は、研究を進める上での必要条件であるが、施設・機関関係者等は研究対象者の代

理者とはなり得ない。この場合の最終的な承諾者は、調査対象者の保護者・責任者・後見人

等であることを十分理解しておく必要がある。 

保護者・責任者・後見人等への説明と同意の取り方は、倫理審査申請書に詳しく説明する

必要がある。一部の保護者・責任者・後見人等から同意が得られなかった場合、調査の実施

方法などに影響が出ることもある。また、保護者・責任者・後見人等へ説明をして同意を取

得できたものの後に撤回された場合についても、それまでに得られたデータの取り扱いを

含む対応について、倫理審査申請書に詳しく説明するべきである。 

 

4. 研究対象者が自己判断能力を欠く場合の説明と同意を得ること 

研究対象者自身がどのような調査をされているのかを知らない状態（盲検性）が必要な場

合を除き、調査対象となる未成年及び知的・発達・精神の障害等を持つ当事者には、調査の

内容を本人自身が納得することは重要である。発達段階に応じたことばやイラストを活用

して調査に関する説明を行い、対象者自身の理解を得るよう努めたい。研究に不可欠な素養

として、研究参加者の人権を守ろうとする態度が求められる。 

 

5. 結果を報告する 

研究が終了したらできるだけ早く、結果を研究対象者、施設・機関関係者、保護者・責

任者・後見人等に連絡する。研究者が学生の場合は、併せて、研究結果の概要を指導教員

に報告しなければならない。 
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研究者としての一般的ガイドライン 

1．研究準備 

   調査・観察・実験等を円滑に進めるために準備をしっかりと行う。 

 

2．過ごしやすい服装 

  観察や検査をするのに相応しい服装を選ぶ。研究対象者によっては身体活動が重要

な場合もある。 

 

3．研究対象者とよい人間関係をつくる 

  研究対象者と研究における直接の関わりが始まる前に、研究対象者とラポール（信頼

関係）を形成することが望ましい。特に研究対象者が未成年および知的・発達・精神の

障害等により自己判断能力を欠く場合、ラポールの形成は研究対象者ができるだけ自

然に振舞うようにするために重要である。 

 

4．首尾一貫して公正である 

   全ての研究対象者や施設・機関関係者等に、同じように親しく丁寧であること。 

 

5．責任感を持つ 

・施設・機関等への到着と退出は決められた時刻を守る。 

・やむを得ず欠席する時は、必ず施設・機関の担当職員等に連絡し、研究対象者が未成

年および知的・発達・精神の障害等により自己判断能力を欠く場合は保護者・責任者・

後見人等にもその旨を連絡する。 

 

6．守秘義務を守る 

・得られた情報については、いかなる場合でも匿名性を守らねばならない。 

・個々のケースについて、施設・機関関係者等や保護者・責任者・後見人等に説明を求

められた場合は、評価的な表現を避ける。 

  ・研究の中で知り得たいかなる情報も、これを第三者に漏らしてはならない。 

 

7．真摯に対応する 

・たとえ研究者が学生であったとしても、研究対象者には本学の研究者として見られ

ていることを自覚しておくこと。 

 

 

 

 



22 

 

8．批判に耳を傾ける 

・研究の方法などに関して意見や批判が出た時には、その声に耳を傾ける。また、研究

者が学生の場合、その内容を指導教員に連絡し対応を考える。 

・批判は、研究者の人格への批判ではなく、手続きに対する建設的意見であると考える。 
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利益相反（COI）  

 

利益相反とは、当事者らの利益が衝突している状況のことを意味し、英語で Conflict of 

Interest、略して COI と表記されます。当事者の利益関係が影響して、研究における公正か

つ適正な判断が損なわれる、もしくは第三者から懸念が表される事態を招きます。 

わが国では産学連携が推進され、民間企業の資金や資材が大学や研究機関に提供される

ようになる中で、金銭等の提供元が有利になるような研究成果がたびたび指摘されるよう

になりました。例えば、2013 年に発覚した製薬会社からの寄付と寄付を受けた研究者の研

究報告に関する利益相反事例（ディオバン事件：ノヴァルティスファーマ社）があります。

COI は公的な研究を実施する大学や研究機関において無視できない倫理問題となっており、

学会等では研究発表に際して研究活動に関係する企業や団体との COI について情報開示を

義務付け、これを遵守しなければ発表が承認されないなど、厳格な要件を設けています。 

本研究科で実施される研究活動も、COI と無縁ではありません。臨床教育学の研究は、多

くの場合「人」を対象としており、日頃は援助者や支援者の立場にある者が、援助や支援の

対象である児童・生徒や学生、患者や利用者などの社会的弱者に関して実施する研究がほと

んどを占めます。この場合、どのような利益衝突が生じるのか、普段は実践者である研究者

が、自らの学位請求論文を作成するために行う研究を例に考えてみましょう。 

 

・研究者が援助者や支援者という立場で一定の職務を遂行している場合： 

職務遂行によって生じる援助や支援を受ける人々の利益が存在します。また、被援助者や

被支援者に関する研究を行うことで研究者自身が得られる利益として、学位取得やそれ

を通した経済的報酬や社会的報酬が見込まれます。 

 

・研究者が所属組織で責任ある地位にある、教師など社会的信頼と権限がある場合： 

研究活動において公平な判断や決定が阻害される可能性が潜んでいます。具体的には、被

援助者が研究参加を躊躇していても正直に言えず、研究参加の任意性が担保されない恐

れや、研究者が自らの権限で所属機関での研究実施を承認するなどの判断を下す危険性

などが考えられます。金銭的な利益関係がない場合でも、COI の状況は生じてきます。 

 

COI の状況がある中で公正な研究を実施ために、最も重視される研究者の行動として、

「利益関係の開示」があります。そのためには、研究計画段階において研究者自身が調査対

象者や研究協力者との従前の関係性を客観的に捉え、既存の利益関係による影響を検討し

ておくことが求められます。その上で、利益関係者が研究に携わることが適切かを慎重に判

断しなければなりません。また、その利益関係を倫理審査申請で開示することにより倫理的

配慮の適性が審査され、研究者は安心して研究を遂行することができます。研究報告でも利

益関係の説明を加えることで、読者が第三者の視点で研究成果を判断できるのです。 
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COI は研究報告がなされた後に発覚し、問題化することがほとんどです。問題化を防ぐ

には、誰を対象に研究を行うのか、またその対象者と研究者の従前の関係性にはどのような

利益関係が存在するのかを、研究計画の段階で吟味してください。そして、倫理審査申請な

らびに研究報告（学術論文等）において利益関係を開示し、研究の透明性を確保することが、

研究参加者や研究協力者だけでなく、研究者自身の立場も護ることになります。 

 

 

参考文献： 

厚生労働省（2015）.科学研究における利益相反の管理に関する指針 

〈https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10600000-  

Daijinkanboukouseikagakuka/0000152586.pdf〉  （2020.03.15)  

日本医療研究開発機構（2015）.Ⅱ 好ましくない研究事例 

〈https://www.amed.go.jp/content/000033946.pdf〉 （2020.03.15) 

日本医師会（2018）.ディオバン事件－研究者と企業の倫理 

〈http://dl.med.or.jp/dl-med/doctor/member/kiso/h12.pdf〉 （2020.03.15） 
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学位請求論文における共同研究の取り扱いについて 

2023 年 5 月 13 日 

 

1. 以下の要件がすべて満たされる場合、現在進行中の共同研究（以下、共同研究）や共著

論文（公刊済、掲載予定、投稿中）の内容を、学位請求論文の一部とすることを認める。  

 

(1)共同研究の内容を学位請求論文の一部とすることの必要性が認められること 

(2)学位請求論文の申請者（以下、申請者）が、共同研究の当該部分において主導的役割を

果たしたと認められること  

(3)すべての共同研究者が、共同研究の内容を学位請求論文とすることを承諾しているこ

と 

 

2. 申請者は、倫理審査申請書提出時に、指導教員の承認を得た上で、共同研究の取り扱い

様式 1 に基づき、共同研究を学位請求論文に含めることを申請する。 

 

3. 共同研究の取り扱いについて、武庫川女子大学教育研究所倫理審査委員会の議を経て、

学位請求論文に共同研究の内容を含めることの必要性および共同研究において申請者の役

割を確認の上、承認する。共同研究を学位請求論文に含めることの必要性が認められない場

合、申請者が共同研究の当該部分において主導的役割を果たしたと認められない場合は、共

同研究の内容を学位請求論文の一部とすることを認めない。 

 

4. 学位請求論文の本文中に、共同研究の箇所および当該箇所における申請者の役割を明記

するものとする。 

 

5. 共同研究者が当該学位請求論文の主査である場合は、次のいずれかの方法により論文審

査の公正性を確保する。なお，(2)、(3)による場合は、申請者の所属する専攻から 1 名を論

文審査委員に追加するものとする。 

(1) 論文審査委員から外れる 

(2) 主査を共同研究者以外の者に交代する 

(3) 論文審査委員の構成員以外の者に試問を委嘱する 

 

6. 申請者は，学位請求論文提出時に，共同研究の取り扱い様式 2 に基づき，すべての共同

研究者の承諾書を提出する。共同研究者は，承諾書において，同一論文に基づく学位請求の

権利の放棄並びに学位請求論文の開示の承諾の意思表示を自署で行う。  

 

 附  則 この申合せは，令和 5 年 5 月 13 日から施行する。 
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倫理審査関係書類  一覧  

 

※ 臨床教育学研究科 HP から、下記の倫理審査関係書類にアクセスできます。アクセス

には、ガイダンス等でお知らせしているパスワードが必要です。 

 

提出様式一式 

倫理審査申請書 
倫理審査申請書提出届 

倫理審査申請書 

研究参加者 

研究説明書〔研究参加者〕 

研究参加への同意書 

研究参加への同意撤回書 

研究協力者 

研究説明書〔研究協力者〕 

研究協力への同意書 

研究協力への同意撤回書 

条件付承認 条件付承認確認届  

「同意書」等の確認について 「同意書」等の確認について 

研究計画変更届 研究計画変更届（迅速確認願） 

新旧対照表 新旧対照表 

共同研究に関する取り扱い 

学位請求論文における共同研究に関する申請書（様式 1） 

学位請求論文における共同研究に関する承諾書（様式 2） 

例示一式 

倫理審査申請書 倫理審査申請書（例）  

研究参加者 
研究説明書〔研究参加者〕（例） 

研究参加への同意書・同意撤回書（例） 

研究協力者 
研究説明書〔研究協力者〕（例） 

研究協力への同意書・同意撤回書（例） 

倫理審査申請に関する手引き 武庫川女子大学教育総合研究所 倫理審査申請に関する手引き  

学位請求論文における共同研究の取り扱いについて 学位請求論文における共同研究の取り扱いについて 

倫理審査日程 教育総合研究所倫理審査 日程表 

http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E5%80%AB%E7%90%86%E5%AF%A9%E6%9F%BB%E7%94%B3%E8%AB%8B%E6%9B%B8%E6%8F%90%E5%87%BA%E5%B1%8A%EF%BC%881%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E5%80%AB%E7%90%86%E5%AF%A9%E6%9F%BB%E7%94%B3%E8%AB%8B%E6%9B%B8%EF%BC%882%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%AA%AC%E6%98%8E%E6%9B%B8%E3%80%94%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%8F%82%E5%8A%A0%E8%80%85%E3%80%95%EF%BC%883%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%8F%82%E5%8A%A0%E3%81%B8%E3%81%AE%E5%90%8C%E6%84%8F%E6%9B%B8%EF%BC%884%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%8F%82%E5%8A%A0%E3%81%B8%E3%81%AE%E5%90%8C%E6%84%8F%E6%92%A4%E5%9B%9E%E6%9B%B8%EF%BC%885%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%AA%AC%E6%98%8E%E6%9B%B8%E3%80%94%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%8D%94%E5%8A%9B%E8%80%85%E3%80%95%EF%BC%886%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%8D%94%E5%8A%9B%E3%81%B8%E3%81%AE%E5%90%8C%E6%84%8F%E6%9B%B8%EF%BC%887%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%8D%94%E5%8A%9B%E3%81%B8%E3%81%AE%E5%90%8C%E6%84%8F%E6%92%A4%E5%9B%9E%E6%9B%B8%EF%BC%888%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E6%9D%A1%E4%BB%B6%E4%BB%98%E6%89%BF%E8%AA%8D%E7%A2%BA%E8%AA%8D%E5%B1%8A.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E5%80%AB%E7%90%86%E5%AF%A9%E6%9F%BB%E7%94%B3%E8%AB%8B%E6%9B%B8%EF%BC%88%E4%BE%8B%EF%BC%89%EF%BC%8810%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%AA%AC%E6%98%8E%E6%9B%B8%E3%80%94%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%8F%82%E5%8A%A0%E8%80%85%E3%80%95%EF%BC%88%E4%BE%8B%EF%BC%89%EF%BC%8811%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%8F%82%E5%8A%A0%E3%81%B8%E3%81%AE%E5%90%8C%E6%84%8F%E6%9B%B8%E3%83%BB%E5%90%8C%E6%84%8F%E6%92%A4%E5%9B%9E%E6%9B%B8-%E4%BE%8B%EF%BC%89%EF%BC%8812%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%AA%AC%E6%98%8E%E6%9B%B8%E3%80%94%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%8D%94%E5%8A%9B%E8%80%85%E3%80%95%E4%BE%8B%EF%BC%89%EF%BC%8813%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%8D%94%E5%8A%9B%E3%81%B8%E3%81%AE%E5%90%8C%E6%84%8F%E6%9B%B8%E3%83%BB%E5%90%8C%E6%84%8F%E6%92%A4%E5%9B%9E%E6%9B%B8%EF%BC%88%E4%BE%8B%EF%BC%89%EF%BC%8814%EF%BC%89.docx
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/HP%E5%80%AB%E7%90%86%E5%AF%A9%E6%9F%BB%E6%89%8B%E5%BC%95%E3%81%8D.pdf
http://rinkyoh.mukogawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/07/2019%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E8%AB%96%E6%96%87%E5%AF%A9%E6%9F%BB%E6%97%A5%E7%A8%8B%E8%A1%A8.docx
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2025 年度  教育総合研究所倫理審査  日程表  

教育総合研究所倫理審査の申請書類受付締切日ならびに倫理委員会開催日（予定）は

下表の通りです。申請書類一式が揃った時点で申請書類受付となります。 

 

申請締切日【厳守】 倫理委員会開催日 

3月 21日（金） 4月 12日（土） 

4月 25日（金） 5月 10日（土） 

5月 30日（金） 6月 14日（土） 

6月 20日（金） 7月 5日（土） 

7月 18日（金） 8月 2日（土） 

8月 21日（木） 9月 20日（土） 

9月 19日（金） 10月 3日（金） 

10月 31日（金） 11月 15日（土） 

11月 21日（金） 12月 6日（土） 

1月 16日（金） 1月 31日（土） 

2月 20日（金） 3月 7日（土） 

2026年 3月未定 2026年 4月未定 

※ 提出締切日は各自で日程をよく確認し、余裕を持って提出してください 

 


